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白鷹町のすがた
笑顔かがやき 心かよう 美しいまち

◆地勢
県南部置賜盆地の北部に位置し、東西約１７Km 南北１
６㎞で、ほぼ正方形に近い形をしており、総面積は１５７
，７１㎢です。町の中央部を南から北へ貫流する最上川を
はさみ、西は朝日連峰、東は白鷹丘陵に向けて盆地が形成
されています。

◆紅花生産日本一

◆特産品 名物
鮎、深山和紙、深山和紙人形、白鷹紬、天蚕紬、地酒、紅
花、 ミニトマト、そば、アケビ、赤すもも、カシスなど



健康と福祉の里づくり構想

 平成５年 健康と福祉の里構想

医療・福祉・介護を一体化して地域で高齢者
を支える体制づくりを進めた
＝基本理念＝
・自らの健康は自らが守る

・我が家の健康ドクターは健全な白鷹の里

・町民みんなが福祉の受け手、担い手

・平成９年 白鷹町立病院新築 健康福祉センターを併設

医療・福祉・介護の一体化
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白鷹町の概要

・総人口 13,943人

・65歳以上人口 5,007人

65歳～74歳 2,282人
75歳以上 2,725人

・高齢化率 35.91％

（平成３０年４月１日現在）



町の人口と高齢化率の推移

白鷹町の総人口（人）

△２，６７５人



町の人口と高齢化率の推移

高齢化率（％）
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ひとり暮らし高齢者世帯の推移
（６５歳以上）

年 度 世 帯

平成５年度 １９２

平成１０年度 ２３３

平成１５年度 ２８９

平成２０年度 ３３０

平成２７年度 ４７４

平成３０年度 ５４９
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高齢夫婦のみ世帯の推移
（夫６５歳、妻６０歳以上）

年 度 世 帯

平成５年度 ２５７

平成１０年度 ３４０

平成１５年度 ４１８

平成２０年度 ４７２

平成２７年度 ５９１

平成３０年度 ６１０
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白鷹町認知症高齢者見守りネットワーク協議会

（H28.3～白鷹町生活支援体制整備協議体へパワーアップ）
＊＊＊協議会の役割＊＊＊

・認知症に対する正しい理解を深める
・各組織への認知症に対する啓蒙や、研修会参加の呼びかけ
・徘徊高齢者を抱える家族からの協力依頼体制の整備

区長・町内長 警察 民生委員・児童委員

人権擁護委員 商工会女性部 婦人会

消防分署 健康づくり推進員

元気ニコニコ推進会

農協 郵便局

協力してくれる

機関にステッカー

を掲示し、協力

機関であることを

ＰＲしてもらう

認知症・徘徊等が
心配になったら、協
力機関に依頼し、見
守りや声がけ、連絡
をしてもらう。
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白鷹町認知症高齢者見守りネットワーク
協議会の役割（平成１９年６月設立）

認知症に対する正しい理解を深める

各組織への認知症に対する啓蒙や、研修会の参

加の呼びかけ

認知症高齢者を抱える家族からの協力依頼体制の

整備（ネットワーク協議会の組織・個人にステッカーを

掲示してもらいPRする）

＝認知症高齢者の家族＝

認知症やそれに伴う徘徊が心配になったら、協力

機関に依頼し、見守りや連絡をしてもらう



白鷹町地域包括支援センター 11

平成21年度

認知症啓発紙芝居NO.1 制作
「ドタキャンばあちゃん～医者さ行く～」



白鷹町生活支援体制整備事業

 実施要綱制定 平成２８年３月

白鷹町生活支援体制整備協議体委員構成
（１６団体）

区長会代表・民生委員児童委員・人権擁護委員・長井警察
署・消防署・商工会女性会・健康づくり推進員・婦人会・元気
ニコニコ推進会・JA山形おきたま・荒砥郵便局・シルバー人
材センター・老人クラブ・ちょぼらの会・社会福祉法人白鷹
福祉会・社会福祉協議会
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スタート！協議体委員会
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「テーマ」現状・課題・
あったらいい仕組み！
何かなあ？

買い物
大変だ
よね～



白鷹町生活支援体制整備協議体委員会
活動記録 内 容

平成２８年３月３１日 生活支援体制整備事業実施要綱
施行

平成２８年４月２５日 （第１回）
協議体委員会

委員の委嘱書交付（H28.4.1付）
①委員長・副委員長の選任について
委員長 照井クニ氏／副委員長 平吹隆氏
②白鷹町生活支援体制整備協議体委員会の活動について
ワークショップ（地域の現状と課題について）

平成２８年６月２０日 紙芝居上演 荒砥小学校にて
PTA母親委員会より依頼あり包括で上演

平成２８年６月２１日 紙芝居上演 東根小学校５年生児童
平成２８年６月２９日 （第２回）

協議体委員会
①八乙女げんき塾、地域サロンでの調査報告
②ワークショップ（高齢者の買い物について）
【具体化された仕組みは関係機関に情報提供、検討項目として依頼】

平成２８年９月１３日 紙芝居上演 荒砥小学校５年生児童
平成２８年９月２０日 紙芝居上演 鮎貝小学校５年生児童
平成２８年１０月２５日 紙芝居上演 蚕桑小学校５年生児童
平成２８年１２月２日 ステッカー掲示依頼 新規民生委員・児童委員に認知症高齢者「見守り支え合いステッカー」

掲示依頼

平成２９年３月 啓発活動
（各地区コミセン）

各地区コミセンにて協議体委員会による「生活支援(地域支え合い)・介
護予防」についての啓発
コミセン職員、サロンボラ、民委代表に案内

平成２９年５月８日 （第３回）
協議体委員会

①協議体委員会の活動について
ア）平成２８年度実施 コミセン啓発活動の報告
イ）平成２８年度実施 高齢者の買い物に関する支援事業の検討依

頼結果
ウ）福祉型小さな拠点づくり事業について
エ）平成２９年度活動について
【委員会にどなたかをお呼びし話を聞き、情報を知る。】

平成２９年６月 ステッカー掲示依頼 新規町内長に認知症高齢者「見守り支え合いステッカー」掲示依頼
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白鷹町生活支援体制整備協議体委員会
活動記録

内 容

平成２９年７月１８日 紙芝居上演 鮎貝小学校５年生児童

平成２９年９月２２日 （第４回）
協議体委員会

１．事業や活動を実施されての状況等報告
①買い物環境充実支援実証実験事業（御用聞き事業） 遠藤奈
津子様（えんどう商店）

②買い物ツアー 鈴木美弘様（社協）
③民生委員活動 梅津あやめ様（社協）
２．ワークショップ
（状況報告をお聞きし、現状・課題・あればいい仕組みを話し合
う）

平成２９年１０月１３日 紙芝居上演 蚕桑小学校５年生児童

平成２９年１１月２日 （第５回）
協議体委員会

ワークショップ
テーマ№1「配達以外のことの解決方法」
テーマ№2「買い物以外の生活支援」
【・買い物環境調査協議会にて地域おこし協力隊や傾聴ボラン

ティアの同行を提案。
・介護サービス以外のパンフレット作成を来年度検討していく。
・役所や金融機関の手続き代行は難しい。】

平成２９年１１月１４日 紙芝居上演 荒砥小学校５年生児童

平成２９年１１月２１日 紙芝居上演 東根小学校５年生児童

平成２９年１２月１日 アンケート依頼 「見守り支え合いステッカー」掲示協力者
３３８名にアンケート依頼

平成３０年２月１６日 紙芝居上演 白鷹中学校２年生生徒
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協議体としての活動

 町産業振興課担当の

白鷹町買い物環境調査協議会へ参加
（設置要綱にも組織団体として協議体の名前が明記）

協議体メンバー５名が参加

もちろん生活支援コーディネーターも委員！

高齢者の買い物支援について協議体の意見を
反映。
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協議体として関係機関へ
情報提供

「高齢者の買い物支援」に関してワークショップで話
し合った結果を関係機関へ情報提供

協議会会長名で関係部署の長あて文書で情報提供

 役場企画政策課・・・デマンドタクシーの利用について高齢者が利用
しやすいように、曜日・時間・予約方法などの見直し

 役場産業振興課・・・病院、福祉センター前駐車場での移動販売の
実施の検討。宅配サービスの紹介。

 各地区コミュニティセンター・・・プチマルシェの開催。買い物ツアーの
実施。

 社会福祉協議会・・・買い物付き添いボランティア等の育成。
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 白鷹町は第１層コーディネーターのみ
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２８．６月号



生活支援コーディネーターの活動

 「買い物弱者」についての現地調査

（直接聞き取り）

 ・平成２８年５月～６月

◎八乙女げんき塾（当時：二次予防通所）

高齢者 ６９名

◎各地区いきいきサロン

高齢者 ８０名
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生活支援コーディネーターの活動

 平成２８年度

主催/山形県

実施主体/公益財団法人山形県生涯学習文化財団

支え合いの地域づくり担い手養成講座に町民２名参加

生活支援コーディネーターは27年度受講

2名と情報共有していった
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「おらだのたまり場」

トライアル企画の会場が白鷹町に！

平成２８年１０月１５日開催

第１部 今、この時代の看取りについて

講師：白鷹町訪問看護ステーション 菅原芳子さん

第２部 和菓子を食べながら

ワクワクコミュニケーション

参加者４２名
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「おらだのたまり場」参加者アンケート

 これからの「支え合いの地域づくり」について

・こんなふうに学べる機会があればうれしい 17名

・支え合いの地域づくりを一緒に考えていきたい・情報交換した
い 16名 など
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トライアル第２弾
「みんなが主役の居場所づくり」

 平成２８年１１月１９日開催

第１部 講話「みんなが主役の居場所づくり

って〇〇〇」

講師：高畠町NPO法人かたくりの会相談役 佐藤敬子さん

第２部 「おらだのたまり場」アンケート結果報告

第３部 お茶を飲みながら、わくわくコミュニケー

ション 参加者２９名
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 ・小さな居場所があちこちに出来るようにさ
れればいいなあ、と思います。

 ・エプロンのない関係づくりを実現したい。

 ・今は夫と一緒なので助け合いながら出来
るが、ふと一人になった時のことを考えると
多くの人とふれあいが出来ればいいと思
います。人とおしゃべりすることが何より。
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「みんなが主役の居場所づくり」
参加者アンケート



「みんなが主役の居場所づくり」

 平成２９年２月１７日午後１時３０分～３時３０分

第１部 講話「白鷹町の高齢者の現状とこれか

らの課題について」
講師 白鷹町地域包括支援センター 永沢照美

第２部 お茶を飲みながら、ワイワイがやがやと

参加者１２名
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これからどうしよう？

 いままでトライアルで「みんなが主役の居
場所づくり」をしてきた。

 アンケート結果でも、居場所は必要だ。

生活支援コーディネーターの出番！

そして、繋いだ・・・
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拠点づくりの事業へ（繋いだ）

 いま関わっているメンバーを「事務局」とし
て位置付ける。メンバー８名でスタート！

 場所は？

 内容は？

 財源は？
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地域包括支援センターへ
（繋いだ）

 生活支援コーディネーターが繋ぎ役として
地域包括支援センターに相談。

 場所は？まずは、コミセンに集まろうか。
同時に地域の社会福祉法人へ相談。

 内容は？気軽に取り組めるもの。

 財源は？山形県の事業があった！
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山形県福祉型小さな拠点
づくり事業

 補助金上限１００万円

 平成２９年度の場合

 山形県５０万円

 国（地方創生交付金）２５万円

 町２５万円
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平成２９年４月
福祉型小さな拠点づくりスタート！

 場所：蚕桑コミセン

 内容：百歳体操と茶話会

その間に、場所探し、先進地視察

・ふれあい天童
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場所は・・・ たんぽぽ

川西地区にこだわった！
 （白鷹町は最上川を挟んで川西地区と川
東地区に分かれている）

 なぜなら、川東地区にはすでに高齢者が
集える場所があった・・・
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場所は・・・（６月から引っ越し）

 障害者支援施設所有の建物を無償で貸与

 火・金活動
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「たんぽぽ」での活動
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支えあう地域づくりなないろの会

 平成２９年６月

会の正式名称が決定

「支えあう地域づくり なないろの会」

「なないろ」に込められた意味は、いろいろな人の架
け橋になりたい、高齢者から赤ちゃんまでの交流、様
々な活動、何にもとらわれることのない活動を行い、
いろいろな方ににじの架け橋をかけたい願いが込めら
れています。
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白鷹町支え合いの
地域づくりフォーラム

 平成２９年１０月７日（土）午後１時３０分～３時３０分

 主催 支えあう地域づくりなないろの会

 共催 白鷹町

 講師 公益財団法人 さわやか福祉財団

理事 鶴山芳子氏

NPO法人 ふれあい天童

代表理事 加藤由紀子氏
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８０名参加
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平成３０年４月～

 平成２９年度 福祉型小さな拠点づくり事業で
準備完了！

 平成３０年度から

 介護保険 介護予防・日常生活支援総合事業

通所型サービスBに移行
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場所探し

 白鷹町空き家バンクに問い合わせ

様々な物件について紹介してもらった。

しかし、値段が・・・場所が・・・

でも、ようやく見つけました。
（メンバー頑張った！）
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「つどいの場 にじ」
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「つどいの場にじ」 パンフレット
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介護予防がんばっています！
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体力測定もして
います。

いきいき百歳やってます！



みんなでなた巻きづくり
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鮎っこクラブの子どもたちと
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みんなで食べると
おいしいね！



来たついでに買い物も！
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夏休み中
放課後児童ク
ラブの子ども
たちと昼食会
をしました！



これからの協議体活動

 平成３０年度は、町内６地区のコミセン回り

 いきいき百歳体操を広げます。

 まず、集まること。（繋がること）

 そこから高齢者同士の情報交換。（課題の
気づき）

 助け合い活動を応援します。
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地域包括ケアシステム

 年齢を重ねても、あなたのしたい事が実現
できるまちを目指して。

 協議体と生活支援コーディネーターは、

あなたのしたいこと、を支える仕組みをつくり
ます。
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